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ライティングにおける 

明示的文法指導の役割 

講師：新谷奈津子(University of Auckland, New Zealand) 

 

 ライティングにおける文法指導には，学習者がライティングタスクに取り掛かる前に，あらかじめ設定

された文法項目を説明する方法と，フィードバックなどによりライティングタスクの後に文法指導を行う

方法とが考えられる。本講演の前半は，ライティングの認知プロセスの中で，様々な明示的文法指導

がそれぞれどのような役割を果たすのかを，理論的根拠と実証研究の成果に基づき検証したい。後

半は，それらの明示的指導を習熟度の異なる学習者に行った自身の研究結果を紹介し，学習者の習

熟度レベルに適した文法指導の重要性，およびこのような研究の必要性について考えたい。 
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